生物化学（未履修・Ⅰまで履修）後期試験再現
１．（09中間などとほぼ同じ。下画像は09過去問より）
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問３　ミラーの実験によって検出された有機物は何か　　　（アミノ酸）
２．（新傾向の問題）※下図は似たような図を引っ張ってきました。


問１　上図における（真正細菌）と（古細菌）が空欄になっており、選択肢から選ぶ。本題は真核生物ドメインの枝がC（菌類）、D（動物）、E（植物）、～～生物などと界ごとに記述されており、空欄を埋める（選択肢あり）。本題ではもう一つ下記のような表があり、それを参考に回答できた。
C:運動性なし、葉緑体なし、D：運動性あり、葉緑体なし、E：運動性なし、葉緑体あり
問２　C、D、E以外にもう一つ真核生物で界を分けることができるが、その界を記入せよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原生生物界）※選択肢なし
問３　問２で答えた界の生物にはどのような特徴があるか記述せよ。
胚をつくらず、組織の分化や形成を行わず、鞭毛・繊毛に共通の構造がみられる。運動性がある。生殖は胞子生殖、分裂などによって行う。基本的に単細胞生物である（※紅藻類は多細胞生物）
３．（09中間などに類題はあるが、問われた箇所・分野は違った）
　下の文章の下線部について、正しい場合は○を、誤っている場合は正しい語句に置き換えよ。
（１）利己的行動は個体が自らの適応度を下げることによってほかの個体の適応度を上げる行動であり、一種に同種の個体間において認められる。
（２）キーストーン種は、生態系において大きなバイオマスを占め、生態系へ大きな影響を与える生物種である。
（３）地球上に存在する炭素は気体として存在するものがほとんどの割合を占めている。
（４）ネアンデルタール人は初期の人類である。
（５）性選択により、小さな個体の集団では対立遺伝子の一方が消失し、他方の遺伝子が固定されることがある。※この問題文は自信ないです
（６）相同性とは、体制的に同じ配置を示し、基本構造において共通点をもつものである。
　　　　　　　　※問題文自信なし。相同性と相似性の違いの理解を問う問題です。
（１）利他的行動（２）優占種（３）窒素（４）アウストラトピテクス（５）遺伝的浮動（６）○
※（２）に関して生態系へ大きな影響を与える生物種であっても、生物量が多い優占種は、キーストーン種とはみなされない。
４．ｒ-選択、ｋ-選択の問題。09中間・09期末など類題多数。


※上図は似たような図を引っ張ってきました。
問１　上図の生存曲線グラフにおいて、ヒトとカエルはそれぞれどれに該当するか。
ヒト：A　カエル：C
問２　ヒトとカエルはそれぞれｒ-選択、ｋ-選択のどちらに該当するか。
ヒト：ｋ-選択、カエル：ｒ-選択
問３　ｒ選択者とｋ選択者の特徴について記述せよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レジュメを参照してください。
５．（新傾向の問題）生産量や同化率に関する計算問題
難問。下のような関係性を知ってないと解けませんでした。参考までに貼っておきます。　　
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 B：最初の生体数、G：純成長量、P：被食量、D：枯死量・死滅量、R：呼吸量、F：不消化排出量
· 純生産量＝総生産量―呼吸量
· 同化量＝摂食量―不消化排出量
問１　与えられたデータのみ（成長量・呼吸量・枯死量・捕食量・不消化排出量）をもとに生産者の総生産量と純生産量を算出する問題。
問２　与えられたデータ（問１と同じ）をもとに同化率を算出する問題。
問３　生産者や一次消費者より、高次消費者のほうが同化率が高いのはなぜか。
生産者である植物は、入射した太陽エネルギーの１％程しか光合成で同化しない。それを捕食する一次消費者(植物食性動物)は、植物には植物繊維等も多量に含まれるので植物の10％程しか同化しない。さらにその一次消費者を捕食する二次消費者(動物食性動物)は同化率がより高くなる。
以　上
